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2016年を振り返って

４
日　
萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
ス

タ
ー
ト

　

開
か
れ
た
行
政
を
推
進
し
、
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
長
が

出
向
い
て
主
要
施
策
等
を
説
明
。
11
月
14

日
ま
で
全
20
会
場
に
１
６
０
７
人
が
参
加

出来事 2016年を振り返って
10
日　
花
燃
ゆ 

大
河
ド
ラ
マ
館
が
閉
館

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
世
界
が
体

験
で
き
る
、
大
河
ド
ラ
マ
館
が
閉
館
。
期

間
中
、
31
万
２
６
４
９
人
が
来
場

21
日　
鹿
児
島
市
と
友
好
交
流
に
関
す
る

盟
約
を
締
結

　

薩
長
同
盟
か
ら
１
５
０
年
を
記
念
し

て
、
鹿
児
島
市
と
友
好
交
流
の
盟
約
を
締

結
。
２
月
９
日
・
10
日
に
は
、
萩
市
の
訪

問
団
が
鹿
児
島
市
を
訪
問

23
日　
第
２
回
萩
市
見
島
八
里
ヶ
瀬
漁
場

保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
「
魚
類
の
オ
ア
シ
ス
」
八
里
ヶ
瀬
を
守

り
育
て
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
萩
博

物
館
で
開
催
、
約
１
０
０
人
が
参
加

23
〜
25
日　
記
録
的
な
寒
波
と
積
雪

　

市
内
全
域
で
近
年
稀
な
積
雪
。
水
道
管

の
破
損
な
ど
、
市
民
生
活
に
も
影
響

30
日　
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
学ま
な
び
ー
や

び
舎
が
オ
ー
プ
ン

８
日　
萩
市
名
誉
市
民 

故
石
川
幸さ
ち
こ子
先

生
の
萩
市
葬
を
挙
行

　

１
月
12
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
石
川
幸
子

先
生
の
萩
市
葬
お
別
れ
の
会
を
市
民
館
で

執
り
行
い
、
約
２
０
０
人
が
参
列

11
日　
東
部
地
域
定
住
促
進
住
宅
「
う
み

か
ぜ
須
佐
住
宅
」
が
完
成

　

集
中
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受
け
た
須
佐

地
域
の
活
力
の
再
生
に
向
け
、
子
育
て
世

帯
向
け
の
住
宅
が
完
成
、
４
月
か
ら
４
世

帯
15
人
が
市
外
か
ら
入
居

23
日　
大
井
小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場
が

完
成

　

３
月
末
で
、
市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化

が
完
了
。

25
日　
明
木
中
学
校
が
閉
校
、
26
日　
紫

福
小
学
校
・
福
川
小
学
校
が
閉
校

１
日　
萩
市
独
自
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を

開
始

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
育
児
に
必
要

な
備
品
の
購
入
助
成
等
や
保
育
料
の
負
担

軽
減
な
ど
、
県
内
で
も
先
駆
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

１
日　
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
開
始

　

住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
健
康
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
食
生
活
の
実
態
把

握
や
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
推
進
な
ど
、
健
康

長
寿
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

８
日　
福
栄
小
学
校
と
旭
中
学
校
が
開

校
、
明
木
図
書
館
が
開
館

含
む
約
１
０
０
０
点
の
資
料
を
ご
子
孫
が

萩
市
に
寄
贈

11
日　
フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡
協
議
会

総
会
を
萩
市
で
開
催

　

シ
ン
ボ
ル
の
花
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
、
全
国
９
市
町
の
都
市

か
ら
首
長
ら
約
３
０
０
人
が
参
加

29
日　
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
を
開
催

　
「
陶
芸
の
村
公
園
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

大
雨
や
地
震
、
津
波
を
想
定
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
開
催
。
萩
市
と
長
門
市
、
阿
武

町
で
約
１
７
０
０
人
、
75
機
関
が
参
加

１
月

平成 27 年７月に世界遺産に登録
された「明治日本の産業革命遺産」
の中でも近代化の原点といえる萩
の５資産などを紹介。
会期は平成 29 年２月 12 日まで

オープンには多くの方が来場

２
月

４
月

３
月

８
日　
石
巻
市
と
友
好
都
市
連
携
に
関
す

る
協
定
を
締
結

　

萩
出
身
の
川
村
孫
兵
衛
に
よ
る
北
上
川

改
修
４
０
０
年
を
記
念
し
て
、
石
巻
市
と

友
好
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

７
月
30
日
・
31
日
に
は
、
萩
市
の
訪
問
団

が
石
巻
市
を
訪
問

26
日　
長
州
フ
ァ
イ
ブ
・
山
尾
庸
三
の
遺

品
が
萩
市
に
寄
贈

　

山
尾
庸よ
う
ぞ
う

三
が
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
に
使
用

し
て
い
た
「
の
こ
ぎ
り
」「
か
ん
な
」
を

５
月

６
月

福栄小学校（３月 25 日完成）

明木小学校・旭中学校・明木
図書館（３月 27 日完成）

山口県総合防災訓練
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29
日　
映
画
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」
先

行
上
映
開
始

　

３
月
に
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
、
萩
を
舞
台

に
介
護
の
日
々
を
つ
づ
っ
た
映
画
「
八
重

子
の
ハ
ミ
ン
グ
」
の
先
行
上
映
が
ス
タ
ー

ト
。
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
で
好
評
上
映
中

１
日　
平
成
12
年
４
月
に
運
行
を
開
始
し

た
「
萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
」
の
利
用
者

が
４
０
０
万
人
を
突
破

９
日　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

英
国
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
に
登
録
決
定

平成 年28 萩市の主な
７
日　
山
陰
道
（
益
田
市
小
浜
〜
田
万
川

間
）
の
事
業
化 

が
一
歩
前
進

　

昨
年
、優
先
整
備
区
間
に
選
定
さ
れ
た
、

山
陰
道
（
益
田
〜
萩
間
）の
う
ち
、大
井
〜

萩
間
に
続
き
、益
田
市
小
浜
〜
田
万
川
間

の
概
略
ル
ー
ト
な
ど
を
決
め
る
手
続
き
が

始
ま
る
。８
月
18
日
に
は
「
山
陰
自
動
車

道
（
益
田
〜
萩
間
）整
備
促
進
決
起
大
会
」

に
お
い
て
早
期
整
備
の
大
会
決
議
を
採
択

６
日　
世
界
遺
産
登
録
１
周
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
「
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
萩
の
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
市
民
館
で
開
催
し
、

約
５
０
０
人
が
聴
講

16
日　
「
陶
芸
の
村
公
園
」
の
遊
具
施
設

オ
ー
プ
ン

　

全
面
天
然
芝
の
敷
地
に
、
幼
児
か
ら
児

童
ま
で
が
楽
し
め
る
遊
具
な
ど
を
設
置

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
台
湾
の
台
北
市
士
林

区
を
、
10
月
２
日
〜
４
日
に
萩
市
民
号
の

38
人
が
訪
問
し
、
友
好
交
流
協
力
に
関
す

る
覚
書
に
調
印

14
日　
井
上
勝
志し
き気
像
が
完
成

　

Ｊ
Ｒ
萩
駅
前
に
、
英
国
留
学
中
に
撮
影

さ
れ
た
若
き
日
の
写
真
を
モ
チ
ー
フ
に
制

作
し
た
井
上
勝
の
銅
像
が
完
成
、
除
幕
式

を
開
催

28
日　
萩
市
東
部
地
域
集
中
豪
雨
災
害
か

ら
３
年

大型遊具は子どもたちに
大人気

15
日　
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な

の
体
操
会
を
開
催

　
28
日　
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
〜
若
き
志
士
た

ち
〜
２
０
１
６
」
上
演

　

吉
田
松
陰
の
生
涯
を
描
い
た
維
新
劇
・

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
上
演
。
一
般
公
募

の
市
民
を
含
め
た
約
70
人
が
熱
演
、
約

１
２
０
０
人
が
観
劇

１
日　
田
万
川
診
療
所
が
開
所

　

田
万
川
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
、
医
療
提

供
体
制
の
回
復
と
、
地
域
の
健
康
や
医
療

の
拠
点
と
し
て
田
万
川
診
療
所
が
開
所
。

10
月
４
日
か
ら
診
療
を
開
始

13
日　
出
会
い
や
結
婚
を
応
援
す
る
「
は

ぎ
縁
結
び
応
援
団
」
に
23
企
業
・
団
体
が

登
録

　
３
日　
台
湾
台
北
市
士
林
区
と
友
好
交
流

協
力
に
関
す
る
覚
書
に
調
印　

　

楫か
と
り取
道み
ち
あ
き明
没
後
１
２
０
年
を
記
念
し
、

早朝の青空の下、中央公園に
約 1,400 人が参加

８
月

10
月

７
月

12
月

11
月

井上勝志気像

　 　

平
成
28
年
も
残
り
わ
ず
か
な
日
々

と
な
っ
た
。
今
年
は
世
界
が
今
ま
で

と
異
な
っ
た
動
き
を
始
め
た
の
で
は

と
思
い
た
く
な
る
出
来
事
の
多
い
年
。

　

欧
州
で
は
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

離
脱
騒
動
に
始
ま
り
、
各
国
の
移

民
・
難
民
受
け
入
れ
に
厳
し
い
規
制

を
か
け
よ
う
と
の
動
き
。米
国
で
は
、

ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
標
榜
す

る
ト
ラ
ン
プ
氏
が
次
期
大
統
領
に
決

ま
る
。「
連
帯
か
ら
孤
立
へ
」
と
の

１
９
３
０
年
代
の
世
界
の
保
護
主
義

の
流
れ
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。
ま
た

近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
韓
国
の

朴
大
統
領
の
訴
追
の
動
き
、
北
朝
鮮

の
核
武
装
化
、
中
国
の
膨
張
主
義
政

策
。
政
治
・
軍
事
情
勢
は
不
安
定
感

を
増
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
萩
市
の
一
年
の
動
向
は
上

記
の
と
お
り
多
事
多
彩
、
多
く
の
出

来
事
が
あ
っ
た
。
こ
の
18
日
に
は
、

萩
東
中
学
校
が
連
続
７
回
、
８
回
目

の
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
に
県
代
表

校
と
し
て
参
加
。
最
後
に
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

英
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
萩
が
決
ま

る
と
の
朗
報
が
届
く
。

　

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.138
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地
域
に
愛
さ
れ
る
女
子
寮
と
な
る
よ
う

な
寮
名
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
資
格　

ど
な
た
で
も
（
一
人
１
点

ま
で
）

■
募
集
期
間　

12
月
15
日
～
平
成
29
年
１

月
16
日
（
必
着
）

■
応
募
方
法　

教
育
委
員
会
に
備
え
付
け

の
応
募
用
紙
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
ま
た
は
任
意
の
用
紙

に
、
寮
名
、
寮
名
の
理
由
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
（
メ
ー
ル
の
表

題
は
高
校
寮
名
応
募
と
記
入
）

■
記
念
品　

採
用
者
に
記
念
品
を
贈
呈

（
採
用
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
募
集
資
格　

①
年
齢
は
、
お
お
む
ね
40

歳
〜
65
歳
、
②
寮
に
住
込
み
が
で
き
る
方

（
女
性
２
人
ま
た
は
夫
婦
）
③
寮
の
管
理
、

給
食
等
の
業
務
が
で
き
る
方

■
募
集
期
間　

12
月
15
日
～
平
成
29
年
１

月
16
日
（
必
着
）

■
申
込
方
法　

応
募
申
込
書
（
住
込
み
予

定
全
員
分
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
教

育
委
員
会
総
務
課
へ
持
参
、
郵
送

来年４月から始まる高校生女子寮の愛称と管理者を募集！

■
申
し
込
み

い
ず
れ
も
、〒
７
５
８
︲
８
５
５
５ 

萩
市

教
育
委
員
会
総
務
課
（
２
５
・
３
１
４
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
３
５
６
１
、メ
ー
ル　

e-soum
u@

city.hagi.lg.jp

）

※
直
接
持
参
の
場
合
は
、土
・
日
曜
日
、祝

日
を
除
く
、午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
の
間
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

萩
市
教
育
委
員
会
で
は
、
遠
隔
地
等
の

た
め
市
内
の
高
校
に
通
学
困
難
な
女
子
高

生
を
対
象
と
し
た
女
子
寮
が
、
平
成
29
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

愛
さ
れ
る
寮
名
を
募
集
し
ま
す

管
理
等
業
務
者
を
募
集
し
ま
す

※
女
子
寮
管
理
等
の
業
務
委
託
仕
様
書
と

応
募
申
込
書
は
教
育
委
員
会
総
務
課
備
付

け
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
、
請
求
も
で
き
ま
す
）。

※
郵
送
の
場
合
は
郵
便
書
留
で
、
封
筒
の

表
に
「
提
出
書
類
在
中
」
と
朱
書
き
し
て

く
だ
さ
い
。

■
審
査
日
時　

審
査
日
は
申
込
者
と
調
整

の
う
え
決
定

■
審
査
場
所　

教
育
委
員
会

■
審
査
内
容　

1
次 
書
類
審
査
、
2
次 

面
接
審
査

■
年
間
委
託
料　

５
０
０
万
円

工事が進む女子寮（12 月上旬）

　

市
で
は
結
婚
し
て
萩
市
で
新
生
活
を
ス

タ
ー
ト
す
る
新
婚
世
帯
を
応
援
す
る
た

め
、
新
居
の
購
入
費
や
賃
料
、
引
越
費
用

を
支
援
す
る
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
、

県
内
で
初
め
て
平
成
29
年
１
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。

　

市
で
は
、
結
婚
相
談
所
や
出
会
い
の
場

づ
く
り
応
援
事
業
な
ど
、
結
婚
を
応
援
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
り
結
婚
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
更
な
る

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
萩
市
へ
の
定
住

の
促
進
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
期
間　

平
成
29
年
１
月
４
日
～
３

月
31
日　

■
対
象
と
な
る
世
帯　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
世
帯

◦
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
を

提
出
し
、
萩
市
に
住
民
票
が
あ
る
世
帯

◦
平
成
28
年
10
月
１
日
以
降
に
新
居
へ
の

住
所
変
更
届
を
提
出
し
た
世
帯

◦
夫
婦
の
合
計
所
得
が
３
０
０
万
円
未
満

※
貸
与
型
奨
学
金
を
返
済
し
て
い
る
場

合
、
返
済
額
は
所
得
額
か
ら
控
除
。

◦
夫
婦
と
も
に
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

◦
結
婚
か
ら
３
年
以
上
萩
市
に
定
住
す
る

意
思
が
あ
る

◦
暴
力
団
員
等
で
な
い

■
対
象
と
な
る
費
用　

新
婚
世
帯
の
新
生

活
に
係
る
以
下
の
費
用

◦
住
宅
の
購
入
費

※
土
地
の
購
入
費
は
対
象
外
。

◦
住
宅
を
賃
借
し
た
場
合
の
費
用（
家
賃
・

敷
金
・
礼
金
・
仲
介
手
数
料
等
）

※
住
宅
手
当
を
受
け
て
い
る
場
合
は
住
宅

手
当
分
は
対
象
外
。

◦
引
越
し
費
用
（
引
越
し
業
者
や
運
送
業

者
に
支
払
っ
た
費
用
）

※
不
用
品
の
処
分
費
用
は
対
象
外
。

■
補
助
金
額　

１
世
帯
あ
た
り
上
限
18
万

円■
提
出
書
類

◦
企
画
政
策
課
備
え
付
け
の
申
請
書
（
萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）

◦
売
買
お
よ
び
賃
貸
借
契
約
書
、
領
収
書

等▽
以
下
は
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

◦
夫
婦
の
住
民
票

◦
夫
婦
の
平
成
27
年
分
の
所
得
証
明
書

◦
夫
婦
の
滞
納
が
な
い
証
明
書

■
申
請
方
法　

提
出
書
類
等
を
企
画
政
策

課
に
持
参

※
こ
の
補
助
金
は
萩
市
議
会
12
月
定
例
会

で
審
議
中
で
す
。
議
決
後
に
事
業
実
施
と

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
企
画
政
策
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
３
４
２
）

萩
で
結
婚
し
て
新
生
活
を
始
め
る
方
を

応
援
！

萩
市
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

県内初の取り組み

萩の子どもは萩で育てる
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萩
・
明
倫
学
舎
の
本
館
東
側
２
階
に
、

萩
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
拠
点
と
な
る

「
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
す
。
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
「
火

山
に
育
ま
れ
た
萩
の
大
地
」を
テ
ー
マ
に
、

各
地
域
の
ジ
オ
サ
イ
ト
の
見
ど
こ
ろ
や
魅

力
を
情
報
発
信
し
、
各
ジ
オ
サ
イ
ト
へ
案

内
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
中
央
に
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク

エ
リ
ア
の
地
形
模
型
を
展
示
。
そ
の
四
方

に
萩
の
代
表
的
な
４
つ
の
ジ
オ
サ
イ
ト
の

パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
展
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ジ

オ
と
人
々
の
生
活
の
関
わ
り
や
動
植
物
、

農
産
物
、
水
産
物
と
い
っ
た
大
地
の
恵
み

や
、
萩
の
文
化
・
歴
史
に
隠
さ
れ
た
ジ
オ

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

①
笠
山
と
そ
の
周
辺

　

約
２
０
０
万
年
前
～
８
８
０
０
年
前
に

活
動
し
た
活
火
山
「
阿
武
火
山
群
」
の
中

で
最
も
新
し
い
火
山
が
笠
山
で
す
。

②
長
門
峡

　

約
１
億
年
前
の
佐
々
並
カ
ル
デ
ラ
の
火

山
活
動
で
噴
出
し
た
火
砕
流
が
１
０
０
０

ｍ
以
上
の
厚
さ
に
溜
ま
り
で
き
た
凝
ぎ
ょ
う
か
い灰

岩が
ん

。
こ
れ
を
阿
武
川
が
削
り
で
き
た
渓
谷

が
長
門
峡
で
、
高
島
北ほ
っ
か
い海
が
名
付
け
親
。

③
龍
が
通
っ
た
道

　

約
40
万
年
前
、
伊い

ら

お
良
尾
山
が
流
し
た
溶

岩
流
が
谷
を
埋
め
、
約
14
㎞
流
れ
下
り
ま

し
た
が
、
こ
の
流
路
を
龍
に
例
え
て
「
龍

が
通
っ
た
道
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

④
須
佐
湾
と
高
山
周
辺

　

１
５
０
０
万
年
前
、
砂
や
泥
が
溜
ま
っ

て
で
き
た
地
層
に
海
の
底
に
熱
い
マ
グ
マ

が
上
が
り
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で
地
層
が
焼

か
れ
、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
（
熱
変
成
岩
）

が
で
き
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
、
国
立
の
ナ
ン
シ
ー
森
林
学

校
に
留
学
、
帰
国
後
、
日
本
画
家
の
重
鎮

と
し
て
活
躍
し
た
、
高
島
北
海
。
大
正
９

年
（
１
９
２
０
）、
長
門
峡
を
初
め
て
探

勝
、
こ
れ
を
契
機
に
長
門
峡
や
須
佐
湾
な

ど
、
県
内
の
名
勝
や
天
然
記
念
物
の
国
指

定
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。

　

北
海
は
、
観
光
開
発
に
も
奔
走
。
現
在

の
ジ
オ
パ
ー
ク
組
織
と
も
い
う
べ
き
保
勝

会
（
名
勝
地
を
管
理
保
護
す
る
地
元
の
住

民
団
体
）
の
活
動
を
主
導
。
そ
し
て
、
資

金
調
達
の
た
め
に
画
を
描
き
、
売
上
金
を

す
べ
て
観
光
開
発
と
道
路
の
敷
設
に
充
て

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
金か
な
お
り折
裕ゆ
う
じ司
・
元

山
口
大
学
教
授
は
、
北
海
の
こ
と
を
「
ジ

オ
パ
ー
ク
の
開
祖
」
と
称
し
て
い
ま
す
。

▽
22
ペ
ー
ジ
「
萩
・
幕
末
維
新
人
物
も
の
が

た
り
」で
高
島
北
海
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

萩ジオパーク構想の魅力を情報発信
ジオパークビジターセンター

萩・明倫学舎７オープン！３月４日 もっと知りたい

長門峡

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

４
つ
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
紹
介

萩
出
身
の
画
家
・
高
島
北
海
と

萩
の
ジ
オ
パ
ー
ク

萩
も
の
し
り
博
士
検
定
を
実
施

　

萩
の
歴
史
や
文
化
・
自
然
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
萩
も
の
し
り
博
士
検

定
が
、
11
月
27
日
、
萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
と
萩
博
物
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

群
馬
県
や
神
奈
川
県
な
ど
県
内
外
か

ら
修
士
課
程
62
人
（
合
格
者
56
人
、
合

格
率
90
・
３
％
）、
博
士
課
程
29
人
（
合

格
者
９
人
、
合
格
率
31
・
０
％
）
が
受

検
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、午
後
か
ら
の
受
検
者
特
典「
萩

の
魅
力
再
発
見
ツ
ア
ー
」
に
は
23
人
が

参
加
し
、
田
町
商
店
街
の
ユ
ニ
ー
ク
な

お
店
見
学
や
プ
チ
グ
ル
メ
な
ど
、
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

修士課程に挑む受検者（萩セミナーハウス）

　

都
市
部
な
ど
地
域
外
の
人
材
を
地
域

社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入

れ
、
定
住
・
定
着
を
促
し
、
地
域
づ
く

り
活
動
を
行
う
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
非
常
勤
特
別
職
）」
に
、
12
月
１
日
か

ら
新
し
い
隊
員
が
着
任
し
ま
し
た
。

萩
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

新
た
に
１
人
が
着
任

【
全
地
域
・
農
林
振
興
課
】

▽
吉
田
知と

も
ひ
ろ弘

（
前
住
所
地
：
岡
山
県
倉

敷
市
）

◦
活
動
内
容
：
か
ん
き
つ
の
振
興
、
農

林
漁
家
民
泊
事
業
の
推
進
な
ど

「
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
ま
た
地

元
の
方
々
に
教
え
を
い
た
だ
き
、
協
力

隊
の
任
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
８
１
９
）

萩・明倫学舎推進課
（２５・３１１７）問い合わせ
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し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

を
利
用
し
た
ラ

ジ
オ
体
操
に
つ

い
て
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
し
ま

す
。

Ａ　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広
く
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
「
市
長
へ
の
提
言
箱
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。須
佐
地
域
に
は
須

佐
総
合
事
務
所
と
弥
富
支
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
　
【
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
て
ラ
ジ

　
　

オ
体
操
の
実
施
を
】

　

健
康
長
寿
を
目
指
す
た
め
、
防
災
行
政

無
線
を
利
用
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
放
送

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

須
佐
総
合
事
務
所
の
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー

ス
で
午
前
10
時
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施

　
　
【
県
道
弥
富
小
川
線
の
改
良
】

　
　
　

災
害
復
旧
で
弥
富
小
川
線
が
現

況
改
良
さ
れ
ま
し
た
が
、災
害
前
に
比
べ

30‌

cm
ほ
ど
狭
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。生
活
道
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
が
、狭
隘
の
た
め
離
合
が
で
き

ま
せ
ん
。改
良
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

県
道
弥
富
小
川
線
は
県
道
で
す
。災

害
後
、現
況
復
旧
を
優
先
し
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
が
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
位
置
が
以
前

と
異
な
り
、道
幅
が
狭
く
な
っ
た
た
め
、県

に
災
害
前
の
現
況
復
旧
を
要
望
い
た
し
ま

し
た
が
、構
造
上
難
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

め
、現
行
通
り
、午
後
10
時
ま
で
管
理
人
を

配
置
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

午
後
５
時
〜
10
時
ま
で
の
夜
間
管
理

人
の
廃
止
は
決
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。須

佐
地
区
は
公
民
館
活
動
が
活
発
な
地
域
の

た
め
、公
民
館
活
動
に
支
障
が
で
な
い
よ

う
、十
分
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
判

断
し
ま
す
。

　
　
【
総
合
事
務
所
の
職
員
体
制
】

　
　
　

合
併
後
10
年
が
経
過
し
、総
合
事

務
所
に
勤
務
す
る
職
員
も
減
り
ま
し
た
。

地
域
の
伝
統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
従
事
な
ど

の
負
担
も
増
え
、職
員
の
体
調
も
心
配
な

の
で
、こ
れ
以
上
職
員
数
を
減
ら
さ
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

各
地
域
の
人
口
減
少
に
伴
い
、職
員

数
も
削
減
し
て
い
ま
す
が
、有
事
の
際
に

は
早
急
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。ま
た
、行
政
の
業
務
の
一
部
を
Ｎ
Ｐ

小
川
地
区

小
川
交
流
セ
ン
タ
ー
み
の
り（
63
人
）

11
月
９
日

　
　
【
Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前
の
公
衆
ト
イ
レ
】

　
　
　

須
佐
駅
前
の
公
衆
ト
イ
レ
で
す

が
、男
子
便
所
は
洋
式
ト
イ
レ
が
な
く
、女

子
便
所
も
洋
式
ト
イ
レ
が
１
器
し
か
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ａ　

市
の
施
設
の
ト
イ
レ
は
、１
／
２
以

上
を
洋
式
ト
イ
レ
と
す
る
こ
と
や
、男
女
の

比
率
は
1
：
2
な
ど
の
ル
ー
ル
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。須
佐
駅
前
の
ト
イ
レ
を
確
認
の

う
え
、検
討
し
ま
す
。

　
　
【
須
佐
公
民
館
の
夜
間
利
用
】

　
　
　

須
佐
公
民
館
の
夜
間
管
理
人
が
、

来
年
度
か
ら
廃
止
と
な
り
、職
員
が
退
館

以
降
、利
用
者
の
自
主
管
理
に
な
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。利
用
者
が
不
便
に
な
る
た

須
佐
地
区

須
佐
文
化
セ
ン
タ
ー（
60
人
）

11
月
７
日

　
　
【
弥
富
地
区
の
立
て
直
し
】

　
　
　

高
齢
化
、
人
口
減
少
が
著
し
い
弥

富
地
区
を
、
ど
の
よ
う
に
立
て
直
し
て
い

く
か
、
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ　
「
龍
の
通
っ
た
道
」
や
「
猿さ
る
や屋
の
滝

の
柱
ち
ゅ
う
じ
ょ
う
せ
つ
り

状
節
理
」
な
ど
の
自
然
資
産
の
活
用

や
、
地
元
の
特
産
物
の
販
売
、
農
業
生
産

者
が
消
費
者
に
直
接
販
売
す
る
仕
組
み
な

ど
を
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

〜市長との対話の集会〜 企画政策課（２５・３１０２）問い合わせ

　
　
【
市
民
意
見
箱
の
設
置
】

　
　
　

市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
い

て
も
ら
え
る
意
見
箱
を
各
総
合
事
務
所
の

管
内
に
設
置
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

弥
富
地
区

弥
富
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー（
45
人
）

10
月
31
日

弥富地区

須佐地区

小川地区

Ｑ

Ｑ Ｏ
に
担
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、各
地
域
で
さ

ま
ざ
ま
な
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑

張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

６月から始まった萩・タウンミーティングは、11 月 14 日の江崎地区で
全日程が終了しました。全 20 会場で、1,607 人が参加されました。
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【
若
者
の
働
く
場
】

　
　
　

萩
市
で
は
、各
職
種
で
若
者
が
働

く
場
所
が
ど
の
く
ら
い
あ
り
、賃
金
は
ど

の
程
度
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。女
性

の
賃
金
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

萩
市
で
は
、有
効
求
人
倍
率
の
観
点

か
ら
見
て
も
雇
用
の
場
は
あ
り
ま
す
。例

え
ば
、看
護
師
な
ど
専
門
職
の
給
料
は
安

定
し
て
い
ま
す
が
、募
集
し
て
も
集
ま
ら

な
い
状
況
で
す
。事
業
者
に
も
、若
者
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
よ

う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

Ａ　

市
で
は
、児
童
ク
ラ
ブ
の
一
部
で
モ

デ
ル
的
に
学
習
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
を
全
市
に
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

中
学
生
や
高
校
生
向
け
の
公
営
塾
に
つ
い

て
、Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
習

機
会
の
提
供
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
【
有
害
鳥
獣
駆
除
（
サ
ル
）対
策
支
援

　
　

の
拡
充
】

　

市
の
職
員
に
よ
る
サ
ル
捕
獲
隊
を
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、サ
ル
駆
除
に
必
要
な

無
線
機
の
購
入
補
助
な
ど
、手
厚
い
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

平
成
28
年
度
か
ら
猟
友
会
員
95
人
を

非
常
勤
職
員
と
し
て
「
萩
市
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
」に
任
命
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

無
線
機
の
補
助
に
つ
い
て
は
手
当
す
る
予

定
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
　
【
防
災
メ
ー
ル
の
配
信
】

　
　
　

以
前
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
た
際
に
、防
災
メ
ー
ル
で
注
意
喚
起

の
配
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、最
近
は
あ
り

網
で
捕
れ
た
魚
を
地
元
で
も
販
売
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
。再
開
か
ら
し
ば
ら
く
の
期

間
は
仮
設
販
売
所
と
な
り
ま
す
が
、で
き

る
だ
け
早
く
整
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
【
田
万
川
診
療
所
の
診
療
日
】

　
　
　

10
月
か
ら
田
万
川
診
療
所
が
開
設

さ
れ
、
週
２
回
の
診
療
で
す
が
、
週
３
回

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

市
と
し
て
も
週
３
回
で
交
渉
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、難
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

利
用
者
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、他

の
医
師
で
の
対
応
を
含
め
て
検
討
し
ま

す
。

　
　
【
道
の
駅
「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が

　
　

わ
」の
改
修
】

　

地
元
産
品
の
陳
列
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る

な
ど
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
、な

る
べ
く
早
い
完
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

江
崎
地
区
の
定
置
網
漁
業
再
開
に
伴

い
、道
の
駅
「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」

の
、商
品
陳
列
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る
な
ど
、

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。定
置

こ
の
た
め
、退
避
所
の
設
置
等
を
県
に
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
【
公
営
塾
の
開
設
】

　
　
　

過
疎
地
の
中
学
生
、高
校
生
に
対

す
る
学
習
機
会
の
提
供
と
し
て
、公
営
塾

を
開
設
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

萩・タウンミーティング

江
崎
地
区

田
万
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
１
０
９
人
）

11
月
14
日江崎地区

Ｑ

Ｑ Ｑ

ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
情
報
の
提
供
も
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ　

防
災
メ
ー
ル
は
市
民
の
安
心
・
安
全

の
た
め
に
設
置
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
、必
要
な
情
報
を

発
信
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

クリスマスも

「萩ＳＡＫＥＫＡＳＵ５」
スペシャルスイーツプレゼント

で
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

12
月
23
日（
金
・
祝
）、24
日（
土
）

※
各
日
と
も
午
前
９
時
か
ら
、
先
着
１
０

０
人
限
定
。

■
と
こ
ろ　

萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
学
び
舎

※
引
き
換
え
は
入
館
券
の
半
券
を
提
示
。

【
萩
に
ゃ
ん
。
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
さ
ん
ぽ
】

　

両
日
の
午
前
９
時
と
午
後
１
時
か
ら
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
萩
に
ゃ
ん
。
が
、
先

着
30
人
に「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
に
は
、
お
菓
子
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
・
明
倫
学
舎
推
進
課（
２
５
・
３
５
６
９
）

　クリスマスホリデーの、12 月23
日と24日、萩・世界遺産ビジターセ
ンター「学び舎」の入館者先着100
人に、「萩ＳＡＫＥＫＡＳＵ５」のスペ
シャルスイーツをプレゼントします。

　
「
萩
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
５
」
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
企
画
し
た
、
萩
の
お

菓
子
職
人
た
ち
が
萩
の
酒
蔵
の
酒
粕
を
使

い
腕
を
ふ
る
っ
た
、
萩
ス
イ
ー
ツ
で
す
の
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長
ながさわだい

沢台生産組合が
農林水産大臣賞を受賞！

　10 月 28 日、山口県中央家畜市場（山口市）で、
山口県畜産共進会が開催されました。
　阿武萩管内からは和牛共進会に、種牛の部11
頭、枝肉の部９頭、計20 頭が出場し、枝肉の部で長
沢台生産組合（紫福）が優等賞の農林水産大臣賞に
輝きました。同組合は、来年、５年に１回開催され
る全国の和牛共進会への出場が期待されます。
◎和牛共進会枝肉の部入賞牛

【黒毛和種若枝肉区】
優等賞一席（農林水産大臣賞）紫

し ひ ら

平福
ふく

86 号 長沢
台生産組合（紫福）

　

平
成
26
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、地
域
ケ
ア
会
議
の
設
置
・
運
営
が
義
務

化
さ
れ
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
仕
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
等
を
よ
り
効
果
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催
し

て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
見
島
、
大
島
、

相
島
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
１
人
ひ
と
り
が
抱
え
る
問
題

や
課
題
に
つ
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
や
口
腔
、

栄
養
な
ど
の
専
門
家
か
ら
具
体
的
な
支
援

方
法
を
聞
き
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
個
別
の
問
題
や
課
題

を
解
決
し
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
ケ
ア

地
域
ケ
ア
会
議

シリーズ 健康長寿のまちをめざして

会
議
の
開
催
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
高
齢
者
に
共
通
す
る
課
題
を
見
つ
け

出
し
、
課
題
を
分
析
し
て
、
よ
り
よ
い
地

域
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
ほ

か
、
会
議
の
目
的
に
応
じ
て
、
行
政
職
員
、

介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
、
保
健
医
療
関
係
者
、
民
生
委
員
、
町

内
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
警
察
な
ど
の

中
か
ら
調
整
し
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
涯
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
ケ
ア
会
議
を
萩
市
全
域
で
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

会
議
の
参
加
者

地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進

地域ケア会議

新山口　→　萩
出発 到着

中国ＪＲ 9：45 10：45
防長 11：00 12：00

中国ＪＲ 13：00 14：00
防長 16：15 17：15

萩　→　新山口
出発 到着

防長 9：30 10：30
中国ＪＲ 11：15 12：15

防長 14：00 15：00
中国ＪＲ 16：30 17：30

▼時刻表

　JR 新山口駅新幹線口と萩・明倫センター（萩・世界
遺産ビジターセンター学び舎前）を 60 分で結ぶ直行バ
ス「スーパーはぎ号」が運行しています。
　年末・年始も休まずに運行しますので、お出かけ、帰
省などにぜひご利用ください。
■運賃　片道大人 1,550
円、小児 780 円（平成
29 年３月 31 日まで）

■問い合わせ
防長交通㈱萩営業所

（２２・３８１６）
中国ジェイアールバス㈱
山口支店

（０８３・９２２・２５１９）

便利なスーパーはぎ号のご利用を！

相談受付（地域包括支援センター）

権利擁護 ケアマネジメント支援 介護予防 認知症支援

相談を受けた各業務について、必要と判断した場合

個別事例を検討する
地域ケア会議

地域課題を検討する
地域ケア会議

地域ケア推進会議（萩市全体会議）

地域ケア会議の流れ

■問い合わせ
【萩・川上・むつみ・旭・福栄地域】
西地域包括支援センター（２５・３５２１）

【田万川・須佐地域】
東地域包括支援センター（０８３８７・６・２０１７）

シリーズ⑫ 〜個別支援から地域づくりへ〜
地域ケア会議の推進
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第
４
回 

萩
市
民
大
学
教
養
講
座

　

11
月
15
日
、
市
民
館
で
佐
々
並
出
身

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
本
哲て
つ
や也

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
第
４
回
萩
市
民

大
学
教
養
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、「『
小
さ
な
旅
』
か
ら

見
え
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
、
訪
ね
た

地
域
の
魅
力
を
紹
介
。
ま
た
、
佐
々
並

時
代
の
思
い
出
や
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

な
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
、

約
５
５
０
人
の
参
加
者
は
興
味
深
い
話

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

至誠館大学女子バレーボール部

（11月28日〜12月４日 東京都）

秩父宮妃賜杯全日本バレーボール
大学女子選手権大会　

７年連続８回目の出場

［後列左から］井町翔
しょういち

一、松原幹
も と き

樹、河野鼓
こ た ろ う

太郎（以上３年）、
泉
いずみやま

山隼
は や と

人（２年）、吉
よ し か わ か ず ま

川和真（１年）［前列左から］日
ひのくまたつや

隈達也、
楢
ならばやしそうだい

林蒼大、岩田季
め い

薫、村上正
まさき

樹、西本統
と う ま

真（以上３年）

萩東中学校男子駅伝部

（12月18日 滋賀県）全国中学校駅伝大会

（大分県・柳ケ浦高等学校２年、萩東中卒）
岡 樹

いつき

全日本高等学校女子サッカー選手権大会
（12月30日〜平成29年１月８日　兵庫県）

（椿西小６年）
長岡 毅

と し き

晃

全国小学生バドミントン選手権大会
（12月23日〜27日　滋賀県）

※全国大会出場者については、情報提供があった市内学校を卒業した市外の高校在学者のお名前も紹介しています。

山本哲也さん

　

市
内
各
所
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯

さ
れ
、
萩
の
夜
を
美
し
く
彩
り
ま
す
。
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
色
と
り
ど
り
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　

▽
点

灯
時
間　

12
月
31
日
（
土
）
ま
で
の
午
後
５

時
30
分
〜
11
時　

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
前
庭

○
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
須
佐
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン　

▽
点
灯
時
間　

平
成
29
年
１

月
３
日
（
火
）
ま
で
の
午
後
５
時
〜
10
時　

▽
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前

○
萩
イ
ル
ミ
ネ
フ
ェ
ス
タ　

▽
点
灯
日
時　

平
成
29
年
１
月
５
日
（
木
）
ま
で
の
午
後
５

時
30
分
〜
11
時　

▽
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
萩
駅
舎

周
辺

JR 萩駅舎周辺を彩るイルミネーション

萩
の
夜
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
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12
月
１
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
、
担
当
地
区
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

や
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
母
子
・
寡

婦
・
父
子
・
高
齢
者
・
障
が
い
（
児
）
者
・

児
童
の
こ
と
な
ど
、
行
政
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
社
会
福
祉
全
般
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

担当地区 氏　名 行政区（住所）

川
　
　
　
　
　
南

川島 1 区 田中 和子 川島１区の 1
川島 2 区 中村 由美 川島 2 区の 2
川島 3 区 杉 ひろ子 川島 3 区の 2
土原 1 区の 1 田村 久美子 土原 1 区の 1
土原 1 区の 2 田中 友子 土原 1 区の 2
土原 1 区の 3
土原 2 区
土原 3 区の 1･2 小野 晋 土原 3 区の 1
土原 3 区の 3･4･5 福田 眞澄 土原 3 区の 4
橋本 ･ 御許 ･ 唐樋町 出羽 惠子 御許町の３
江向 1 区の 1･2
江向 1 区の 3･4･5 井戸本 ヒサ子 江向 1 区の 4
江向 2 区
江向 3 区 山本 美 江向 3 区の 1
江向 4 区 平野 玲子 江向 4 区の 2
河添の 1 小田 惠美子 河添の 1
河添の 2 伊藤 喬 河添の 2
平安古東区の 1･2 後藤 洋子 平安古東区の 1
平安古東区の 3･4 寺川 育乃 平安古東区の 3
平安古西区の 2 伊藤 泰枝 平安古西区の 2
平安古西区の 1･3 梅地 基子 平安古西区の 3
主任児童委員 坪井 隆範 平安古東区の 3
主任児童委員 河嶌 章予 河添の 2

川
　
　
北

堀内 1 区の 1･2   
堀内 1 区の 3   
堀内 2 区の 1･2 長尾 千惠 堀内 2 区の 2
堀内 2 区の 3･4 板垣 保彦 堀内 2 区の 3
城東南 ･ 中区 鍵村 京子 城東南区の 2
城東北区 金子 麻子 城東北区の 2

担当地区 氏　名 行政区（住所）

川
　
　
　
　
　
北

樽屋町 ･ 今魚店町 中原 正男 樽屋町
北古萩 1･2 区 古屋 文康 北古萩 1 区の 3
塩屋・細工・恵美須町 三戸 信代 恵美須町の 1
東田町東 ･ 西区 髙木 洋子 東田町東区の 1
西田町 ･ 瓦町 最上 七重 西田町の 2
上五間町 ･ 下五間町 杉尾 純子 上五間町
吉田町 ･ 古萩町 大中 雅子 古萩町の 2
今古萩町 山根 千鶴子 今古萩町の 2
熊谷 ･ 米屋 ･ 津守町 阿武 政子 熊谷町の 1
浜崎新町 1･2･3 区 大嶋 栄 浜崎新町の 1 区
浜崎 1･2 区 宮田 理恵 浜崎 2 区の 1
浜崎 3･4 区 吹上 友美 浜崎 4 区の 1
東浜崎 1 区 横田 登美子 東浜崎１区の 2
東浜崎 2 区 伊藤 久雄 東浜崎 2 区の 1
相島 ･ 櫃島 坂倉 政之 相島中
主任児童委員 三上 智奈美 熊谷町の 2
主任児童委員 藤 佳奈代 東田町東区の 2

椿
　
　
　
　
　
東

目代 ･ 中津江の 1 奈良 省三 中津江の 1
中津江の 2
上野の 1 佐伯 泰司 上野の 1
上野の 2 安達 法子 上野の 2
椎原 野山 嘉孝 椎原の 2
中の倉 片山 隆根 中の倉の 2
長山 森脇 一夫 長山
松本市 溝部 京子 松本市の 2
船津 藤田 春元 船津の 1
無田ヶ原の 1 横山 郁夫 無田ヶ原の 1
無田ヶ原の 2 藤原 信治 無田ヶ原の 2
無田ヶ原の 3 山本 凱子 無田ヶ原の 3
無田ヶ原口の 1･2 大谷 和枝 無田ヶ原口の 1
新川東 ･ 西 前田 美智子 新川東の 2
新川南 木村 健 新川南の 1
香川津 村木 美智代 香川津の 2
鶴江 1 区 ･2 区
前小畑 1 区 兼田 英生 前小畑 1 区
前小畑 2 区
中小畑 松浦 清美 中小畑の 4
後小畑の 1 小野村 壽美夫 後小畑の 1
後小畑の 2 石野 智子 後小畑の 2
後小畑の 3 椙本 博昭 後小畑の 3
越ヶ浜 1･2 区
越ヶ浜 3･4 区 柳本 登美子 越ヶ浜 3 区
越ヶ浜 5･6 区 秋田 華子 越ヶ浜 6 区の 2
主任児童委員 中村 晴美 後小畑の１
主任児童委員 伊藤 京子 新川西の 2

椿

霧口 ･ 沖原 水津 トミエ 沖原
大屋 ･ 笠屋 ･ 河内 毎田 孝則 大屋の 1
椿 中山 ツネ子 椿
濁淵 榎谷 隆夫 濁淵
金谷の 1 阿武 麻美子 金谷の 1
金谷の 2 田邉 勝子 金谷の 2
椿町の 2･3 藤田 雅子 椿町の 2
雑式町 佐古 紀美子 雑式町
青海 渡邉 敬子 青海
主任児童委員 三浦 節子 雑式町
主任児童委員 前原 久美子 金谷の 1

山
　
　
　
　
田

東木間 森野 仁明 東木間
西木間 ･ 北木間 植山 將輝 北木間
山田 1 区 ･2 区 野村 謙次 山田 1 区
玉江 1 区 時山 キヨミ 玉江 1 区の 2
玉江 2 区 兼重 浩美 玉江２区の 2
玉江 3 区 藤村 弘延 玉江 3 区
玉江浦 1 区の 1･2 嶋本 治子 玉江浦 1 区の 3
玉江浦 1 区の 3 村谷 充生 玉江浦 1 区の 3
玉江浦 2 区 田中 美佐子 玉江 2 区の 3
倉江 ･ 小原 水津 清美 倉江の 1
主任児童委員 福田 郁代 玉江浦1区の2
主任児童委員 溝部 美樹 倉江の３

民生委員・児童委員、
主任児童委員が
決まりました！

【
主
任
児
童
委
員
】

　

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
お
手
伝
い
役

と
し
て
、
児
童
問
題
を
専
門
的
に
取
り

扱
い
ま
す
。

※
各
委
員
の
電
話
番
号
に
つ
い
て
は
福

祉
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
空
欄
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

一
斉
改
選
で
後
任
者
が
決
ま
ら
ず
、
現

在
調
整
中
で
す
。
決
定
ま
で
は
、
隣
接

行
政
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
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担当地区 氏　名 行政区（住所）

三
　
　
見

畦田･石丸･蔵本 奥富 輝之 三見畦田
市･吉広 浮里 史也 三見市
中山･手水川･床並 脇山 孝男 三見床並
駅通り･河内 三村 修身 三見河内
浦1･2･3区 中村 喜代美 三見浦2区
浦4･5区 三浦 康代 三見浦5区
明石･飯井 河村 正男 三見飯井
主任児童委員 山根 代志子 三見河内
主任児童委員 吉津 理恵 三見駅通

大
　
　
井

七重･市場 松原 正浩 大井市場
庄屋･円光寺･門前 田中 伸和 大井円光寺
土井･馬場 松浦 義弘 大井土井
港上･港浜 水津 和男 大井港上
港中･港下 堀　 満 大井港中
浦上･浦中･浦下 松浦 啓子 大井浦下
後地･貞平 藤田 克弘 大井貞平
本郷･羽賀･坂本 中村 真由美 大井羽賀
主任児童委員 久保田 康恵 大井後地
主任児童委員 片山 加代子 大井馬場下

大
　
島

赤穂瀬先･赤穂瀬前 刀禰 哲夫 赤穂瀬先
浜･沖手･西･東･猪之坂 國光 伸征 寺山
寺山･登･常村 國光 夕也子 常村
主任児童委員 吉村 彌生 東
主任児童委員 竹中 佳恵 赤穂瀬先

見
　
島

見島1･2･3区 山谷 定義 見島3区
見島4･5･6区 山田 泰宏 見島5区
見島7･8･9区 　
見島10･11･12区 瀧山 恭祐 見島11区
主任児童委員 中家 菊江 見島3区
主任児童委員 北國 浩子 見島11区

川
　
　
上

佐古･山田･白上 柴田 由美子 白上
立野･椿瀬･横坂 岩本 憲子 立野
長谷･灰福・相原 阿武 久人 三徳
筏場･遠谷･堂河内 阿武 多惠子 遠谷
共栄
笹尾･杣木谷 伊東 善正 杣木谷
江舟･野戸呂 水上 啓史 江舟
主任児童委員 金子 真紀江 白上
主任児童委員 福田 文代 堂河内

田
　
万
　
川

小川1区･5･12･25区 栗山 嘉子 小川12区
小川2･3･4区 児玉 早奈江 小川4区
小川6･7･8区 山木 純子 小川8区
小川9･10･11区 尾木 ヱイコ 小川11区
小川13･14･15区 岩本 竹子 小川13区
小川16･17･18区 隅野 由美 小川16区
小川19･20･21区 石橋 滿人 小川20区
小川22･23･24区 須郷 衣江 小川22区
上組・丸山・中組・大久保・八
幡 野稲 千惠美 八幡

松崎・稗田・市味・湊 藤井 友絵 松崎
下郷・わらび台・大沢 大田 有紀 下郷
瀬尻・須佐地・江崎平原・上
本郷 板井川 健 須佐地

下本郷・要一・要二・上本町 岩本 裕江 要ニ

土居・弁天 杉山 長武 土居
本町・上中町・下中町・戎一 増山 ひとみ 下中町
戎二・江津・尾浦 花岡 満 戎二
主任児童委員（江崎） 新川 眞澄 湊
主任児童委員（小川） 原　 宏子 わらび台

む
　
つ
　
み

尾の坂・湯の口・三戸原・広
瀬下 中尾 里子 三戸原

佐波木・宇立・市上・市下 平島 正和 市下
鈴倉・野田・大光寺・朝鳥 金田 富子 大光寺
岡田・江良・菅谷・毛木山・千
石台 岩本 みよ子 岡田

毛木・吉部殿川・平ヶ重・天
坪・深谷・二反田 増原 建夫 吉部殿川

担当地区 氏　名 行政区（住所）

む
つ
み
　
　
　
　
　
　
　
　

麻生・鍛冶屋・吉部長尾・柳・
鱒谷 岡村 正 鍛冶屋

広瀬上・志和田 中村 隆次 志和田
中郷・上市・安附 佐々木 智惠子 高佐上市
宮廻・下領・伏馬 上山 明 宮廻
花見・影畑 藤井 美枝 影畑
後井・高佐横坂・羽月 吉岡 憲弘 高佐横坂
辻山・岸高・中央・領家 大田 術夫 辻山
御舟子・小国・中橋・金谷・札
の奥 大谷 洋二 御舟子

主任児童委員（高俣） 堀田 幸子 下領
主任児童委員（吉部） 佐伯 博 佐波木

須
　
　
　
　
佐

松原･本町･青葉台 伊藤 和子 青葉台
山根丁東･山根丁西 山崎 千佳子 山根丁東
河原丁･横屋丁･中津 茂刈 純子 横屋丁
浦西 川嶋 久志 浦西
浦中･浦東 一木 清久 浦東
水海･入江 福田 末乃 入江
まてかた･押谷･金井 中村 恵 押谷
中畑･上三原･堀田 品川 和司 上三原

帆柱･下三原上･下三原下 松原 宗生 下三原上

野頭･北谷 金山 利恵 野頭
高山･前地･沖浦･浦西・入江
の一部 寺戸 和子 高山

弥富1･2区 森下 ヱミ子 弥富2区
弥富3･4区 林　 久子 弥富4区
弥富5･6区 宇野 健治 弥富5区
弥富7･9区 齊藤 洋子 弥富9区
弥富8･10区 栗山 純子 弥富10区
弥富11･12･13区 篠原 寿美 弥富11区
主任児童委員（弥富） 岩本 偉久 弥富7区
主任児童委員（須佐） 緒方 恵美子 入江

旭

釿切･古戦場･同前･小野山･
菅蓋･すもうば団地･サンウ
ッドビレッジ

伊藤 一夫 釿切

矢代･上横瀬･下横瀬･角力
場 村田 幸重 角力場

牛地･中央団地･沖ノ原団
地・見定下切・惣田･笛吹 筒口 恭子 牛地

明木上市･下市･蔵屋･原 岡村 健哉 蔵屋
長瀬･舞谷･大下 藤本 勝利 大下
佐々並市･成川 青水 喜代美 佐々並市
高津･長小野･深瀬･黒ヶ谷 小林 庸子 高津
久年・パークタウン 木村 計司 久年
主任児童委員（明木） 齊藤 操 下横瀬
主任児童委員（佐々並) 中村 美智子 久年

福
　
　
　
　
　
栄

文捨･山崎･堂ヶ迫･入屋 矢次 君江 山崎
鶴ヶ谷･平蕨･平蕨台･麦谷･
半田 齋藤 恵史 平蕨台

蕪根･高坂･生野･桜 鈴木 孝彦 生野
鎌浦･榎屋･別所･東宗 藤原 博行 鎌浦
西宗･押原 岡　 良治 押原
扇町･仁保谷･上莚野･下莚
野 阿武 均 下莚野

金峯･黒川･吉田 伊藤 憲彦 吉田
堀越･栗原 原 良圭 栗原
紫福市･小西見･小野田･田
中 中村 昭寛 小西見

奥畑･壇今木･永田沖 佐々木 美雪 永田沖
紫福平原･横貝･京場 上村 康子 京場
中山・畑･永井 岡 玲子 永井

紫福殿川･紫福長尾･杉原･
堂ヶ市･紫福山田･向山 服部 純基 紫福殿川

主任児童委員（紫福） 佐々木 弘美 京場
主任児童委員（福川） 阿武 敏夫 入屋
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平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
の

成
人
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
こ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

肺
炎
球
菌
と
は

　

主
に
呼
吸
器
の
感
染
症
を
起
こ
す
細

菌
で
す
。
小
児
で
は
中
耳
炎
や
肺
炎
、

髄ず
い
ま
く
え
ん

膜
炎
な
ど
の
疾
患
を
、
成
人
で
も

市し
ち
ゅ
う
は
い
え
ん

中
肺
炎
（
普
通
の
日
常
生
活
を
送
っ
て

い
る
人
が
か
か
る
よ
う
な
肺
炎
）
の
う
ち

の
20
～
40
％
は
こ
の
細
菌
が
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
の
予
防
法

　

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
し
ぶ
き
に
含
ま

れ
る
肺
炎
球
菌
か
ら
感
染（
飛
ま
つ
感
染
）

し
ま
す
の
で
、
マ
ス
ク
を
す
る
、
手
洗
い
・

う
が
い
な
ど
が
一
般
的
予
防
法
で
す
。

　

そ
の
他
の
方
法
と
し
て
、
今
回
の
話
の

予
防
接
種
（
ワ
ク
チ
ン
）
が
あ
り
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
現
在
日
本
で
は

２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が
認
可
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
65
歳
以
上
の
成
人
を
対
象
と
し

た
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
」

で
使
用
さ
れ
る
も
の
は
、
23
価
肺
炎
球

菌
莢き
ょ
う
ま
く

膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン

（
23
種
類
の
肺
炎
球
菌
に
対
応
す
る
ワ
ク

チ
ン
）
で
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

の
対
象
者
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
こ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
、
平
成
30

年
度
ま
で
は
該
当
す
る
年
度
に
65
、
70
、

75
、
80
、
85
、
90
、
95
、
１
０
０
歳
に
な

る
方
が
対
象
で
す
。
定
期
接
種
で
は
公
費

補
助
が
あ
り
ま
す
の
で
、
約
３
０
０
０
円

の
自
己
負
担
で
接
種
可
能
で
す
。

　

ま
た
60
～
64
歳
の
方
で
内
臓
機
能
や
免

疫
機
能
に
重
じ
ゅ
う
と
く

篤
な
問
題
が
あ
る
方
も
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
脾ひ
ぞ
う臓

を
手
術
し
て
取
り
除
い
た

方
は
、
医
療
保
険
を
適
応
し
て
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用

　

重
篤
な
副
作
用
は
少
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、注
射
し
た
部
分
が
熱
を
持
ち
、

は
れ
た
り
、
痛
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ま
れ
に
報
告
さ
れ
る
重
い

副
作
用
と
し
て
は
、
重
症
の
ア
レ
ル
ギ
ー

（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
反
応
）
や
血
小
板

減
少
、
手
足
の
力
が
入
ら
な
く
な
る
神
経

の
病
気
（
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
）
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
注
意
事
項

◦
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
全
て
の
肺
炎
を

予
防
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般

的
な
予
防
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
（
市
中
肺
炎
の
う
ち
20
～
40
％
に
対
し

て
は
予
防
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
）。

◦
こ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
一
生
の

う
ち
２
回
ま
で
接
種
可
能
で
す
。

◦
１
回
接
種
す
る
と
５
年
間
は
効
果
が
持

続
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
５

年
以
上
の
間
隔
を
あ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
５
年
た
つ
前
に
２
回
目
の
接
種
を
す

る
と
、
注
射
し
た
部
分
の
は
れ
や
痛
み
が

強
く
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
定
期
接
種
を
逃
し
た
場
合
も
、
任
意
接

種
（
公
費
補
助
な
し
）
で
あ
れ
ば
接
種
は

可
能
で
す
。

◦
接
種
し
た
当
日
は
激
し
い
運
動
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

◦
当
日
の
入
浴
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

注
射
し
た
部
分
は
こ
す
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

136

須
佐
診
療
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
３
８
７
・
６
・
２
５
４
０

須佐診療センター

所長：芥
あくたがわ

川 なおこ

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

～
自
宅
に
お
知
ら
せ
の
は
が
き
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
～
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○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

喪
服
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
２
台
、
藁わ
ら

、

茅か
や

、
紳
士
礼
服
、
犬
小
屋
、
冷
蔵

庫
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
コ
タ
ツ

２
台
、
土
鍋
、
衣
類
乾
燥
機
、
鳥

か
ご
、
お
屠と

そ蘇
セ
ッ
ト
、
囲
碁
、

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
重
箱
、
大
人

用
紙
お
む
つ
、
編
み
機
３
台
、
エ

レ
キ
ギ
タ
ー
、
電
動
サ
イ
ク
ル
マ

シ
ン
、
リ
ア
カ
ー
、
電
動
カ
ー
ト
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
室
内
用
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
、
大
人
用
自
転
車

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

農
業
ハ
ウ
ス
、
着
物
、
整
理
タ
ン

ス
民
芸
調
、
椿
西
小
学
校
の
男
児

制
服
・
体
操
服
一
式
、Ｃ
D
プ
レ
ー

ヤ
ー

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
節
分
小
物
を
作
ろ
う
講
座

■
と
き　

平
成
29
年
１
月
８
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
内
容　

古
布
を
使
っ
て
、
節
分

小
物
を
作
る

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

■
申
込
受
付
開
始
日　

12
月
15
日

午
前
９
時
〜　

◎
犬
猫
譲
渡
会

■
と
き　

12
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

※
毎
月　

第
４
日
曜
日
開
催
。

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

わ
ん
に
ゃ
ん
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ

（
０
７
０
・
３
７
７
１
・
６
２
５
４
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報

（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

萩
市
長
選
挙
立
候
補
予
定

者
説
明
会

　

平
成
29
年
３
月
26
日
任
期
満
了

に
伴
う
萩
市
長
選
挙
（
３
月
12
日

告
示
、
３
月
19
日
投
票
）
を
前
に

立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

平
成
29
年
２
月
３
日

（
金
）
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
大
会
議

室■
出
席
者　

一
候
補
者
に
つ
き
３

人
以
内　

※
説
明
会
で
届
出
書
類
等
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会（
２
５
・
２
９
１

２
） 

萩
市
成
人
式
は
１
月
２
日

　

新
成
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
案
内
状
を
忘
れ

ず
に
持
参
し
、
受
付
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
と
き　

平
成
29
年
１
月
２
日

（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
受

付
０
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

■
内
容

○
式
典　

午
後
１
時
30
分
〜

○
記
念
撮
影　

午
後
２
時
15
分
〜

地
区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
撮
影

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

市
民
館
屋
根
外
壁
等
の
改

修
工
事

　

施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
、
市

民
館
の
屋
根
、
外
壁
等
を
改
修
中

で
す
。

　

騒
音
等
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
工
事
期
間　

12
月
中
旬
〜
平
成

29
年
２
月
末
予
定

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
提
出

　

市
で
は
、
平
成
29
・
30
年
度
の

競
争
入
札
の
た
め
の
業
者
登
録
を

行
い
ま
す
。
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
区
分　

①
建
設
工
事　

②

業
務
委
託　

③
物
品
調
達
等

■
申
請
要
領
・
様
式　

萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■
申
請
方
法　

平
成
29
年
１
月
４

日
か
ら
31
日
（
必
着
）
で
、
郵
送

ま
た
は
持
参

問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
監

理
課
（
２
５
・
３
４
７
４
）
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ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化

社
会
の
進
展
が
見
込
ま
れ
る
状
況

の
中
で
、
持
続
的
に
都
市
の
活
力

を
維
持
し
、
便
利
で
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
医
療
・
福
祉
・
商
業
等
の
生

活
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
等
を
把
握

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

12
月
中
旬
に
、
無
作
為
に
抽
出

さ
れ
た
約
２
０
０
０
人
の
市
民
の

方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
も
回
答

で
き
ま
す
の
で
、
次
の
設
置
場
所

で
調
査
票
を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

■
設
置
場
所　

市
役
所
本
庁
、
各

総
合
事
務
所
等
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

■
提
出
方
法　

平
成
29
年
１
月
８

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
調
査

票
設
置
場
所
に
提
出
、
ま
た
は
都

市
計
画
課
へ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送問

い
合
わ
せ

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
０
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
４
０
１
１
、
メ
ー

ルtosikei@
city.hagi.lg.jp

）

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意

を
　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
防

寒
の
不
十
分
な
水
道
管
は
水
が

凍
っ
た
り
、
破
損
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

凍
結
に
よ
り
給
水
装
置
が
破
損

し
た
場
合
に
か
か
る
費
用
は
、
所

有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
防
寒
の
方
法

①
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
に
は
、
保
温
材
や
毛

布
、
布
な
ど
を
巻
き
、
さ
ら
に
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く
と
効
果
的

で
す
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
は
、
毛

布
や
布
き
れ
な
ど
を
入
れ
、
ま
わ

り
を
段
ボ
ー
ル
な
ど
で
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。

■
凍
結
し
た
場
合

　

自
然
に
溶
け
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。
熱
湯
な
ど
を
急
に
か
け

る
と
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破

損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
破
損
し
た
場
合

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ

ル
ブ
を
右
に
ま
わ
し
て
水
を
止
め

る
か
、
破
損
部
分
に
布
な
ど
を
巻

き
、
針
金
や
ヒ
モ
で
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　

応
急
処
置
を
済
ま
せ
た
ら
、
水

道
工
務
課
、
各
総
合
事
務
所
産
業

振
興
部
門
ま
た
は
市
指
定
の
給
水

装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
２
３
９
８
）

山
口
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
改
正

　

平
成
28
年
12
月
15
日
か
ら
、
山

口
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
山
口
県
最
低
賃
金
は
10
月
1
日

か
ら
７
５
３
円
に
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
（
０
８
３
・
９
９
５
・

０
３
７
２
）

65
歳
以
上
の
雇
用
保
険
の

適
用
拡
大

　

平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
新

た
に
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用

し
た
場
合
は
、
雇
用
保
険
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
12
月
末
ま
で

に
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
、

平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
も
継
続

し
て
雇
用
し
て
い
る
場
合
も
雇
用

保
険
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
主
の
方
は
、
適
用
要
件
等

を
確
認
の
う
え
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

（
２
２
・
０
７
１
４
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

○
萩
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略

（
案
）

　

市
で
は
、
下
水
道
事
業
の
経
営

等
に
つ
い
て
、
的
確
な
現
状
把
握

を
行
っ
た
う
え
で
、
中
長
期
的
な

視
野
に
基
づ
く
計
画
的
な
経
営
に

取
り
組
む
た
め
、「
萩
市
下
水
道

事
業
経
営
戦
略
」
の
策
定
を
進
め

て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
等
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

12
月
15
日
〜
平
成

29
年
１
月
16
日

■
閲
覧
場
所　

市
役
所
本
庁
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、下
水
道
建
設
課
、

各
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
、

萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法　

下
水
道
建
設
課
ま

た
は
各
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部

門
備
え
付
け
の
意
見
等
提
出
用
紙

（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
持
参

業種 時間額
鉄鋼業
非鉄金属製造業 890円

電気機械器具
製造業 815円

輸送用機械機器
製造業 858円

百貨店
総合スーパー 779円

保温材

メーターボックスを布で保温
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12
月
15
日
か
ら
平
成
29
年
１
月

12
日
ま
で
に
、
大
島
出
張
所

（
２
８
・
０
５
８
４
）、ま
た
は
大
島

公
民
館
（
２
８
・
０
５
９
５
）
へ

萩
・
幕
末
維
新
検
定

　

今
回
か
ら
、
平
成
28
年
10
月
20

日
に
発
行
さ
れ
た
改
訂
版
問
題
集

よ
り
出
題
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

平
成
29
年
２
月
12
日

（
日
）
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
館
ほ
か

■
申
込
方
法　

市
役
所
本
庁
、
萩

博
物
館
、
各
総
合
事
務
所
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
（
萩
・
幕
末
維
新
検

定
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
可
）

主
催
・
申
し
込
み

平
成
29
年
１
月
20
日
ま
で
に
、
〒

７
５
８
︲
０
０
５
７　

萩
市
堀

内
３
５
５
番
地　

萩
博
物
館
内

萩
・
幕
末
維
新
検
定
事
務
局
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
３
１
４
２
、
メ
ー
ル 

m
achihaku_jim

u@
city.hagi.

lg.jp

）
へ

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://m

a
chihaku.city.hagi.lg.jp/baku
m

atsuishin/

）

問
い
合
わ
せ

※
提
出
さ
れ
た
意
見
お
よ
び
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
下

水
道
建
設
課
（
２
５
・
４
６
５
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
４
６
６
２
、
メ
ー

ルgesui@
city.hagi.lg.jp

）

○
萩
市
空
家
等
対
策
計
画
（
案
）

　

市
で
は
、
空
家
等
へ
の
対
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る

た
め
、「
空
家
等
対
策
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
お
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
等
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
期
間　

12
月
19
日
〜
平
成

29
年
１
月
20
日

■
閲
覧
場
所　

市
役
所
本
庁
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
建
築
課
、
各
総

合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
、
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法　

建
築
課
ま
た
は
各

総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
備
え

付
け
の
意
見
等
提
出
用
紙
（
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
持
参

※
提
出
さ
れ
た
意
見
お
よ
び
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市

建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
４
０
１
１
、
メ
ー
ル

kentiku@
city.hagi.lg.jp

）

大
島
ま
る
ま
る
体
験
ツ
ア
ー

■
と
き　

平
成
29
年
１
月
22
日

（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
５
時
10

分※
午
前
10
時
30
分
〜
10
時
45
分
に

萩
商
港
定
期
船
乗
場
（
浜
崎
）
で

受
付
。

※
無
料
駐
車
場
を
午
前
10
時
か
ら

萩
商
港
荷
物
受
付
所
の
奥
に
開
放
。

■
内
容　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
収
穫
体

験
（
持
ち
帰
り
有
り
）、
お
刺
身

づ
く
り
体
験
、大
島
郷
土
料
理（
ま

ぶ
り
飯
、あ
ら
汁
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

サ
ラ
ダ
等
）
で
昼
食
、島
内
散
策
、

特
産
品
販
売

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
持
参
品　

農
作
業
が
で
き
る
服

装
や
手
袋
、
長
靴
、
雨
具
な
ど

■
参
加
料　

中
学
生
以
上
２
０
０

０
円
、
小
学
生
１
０
０
０
円
、
３

歳
以
上
の
幼
児
５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
、
別
途
船
賃
）

■
主
催　

大
島
元
気
な
ね
え
さ
ま

の
会申

し
込
み

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
２
５
・
３
２
９
０
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行

事○
お
も
ち
つ
き

■
と
き　

12
月
27
日
（
火
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
対
象
者　

２
歳
以
上
の
未
就
園

児
と
保
護
者
（
先
着
30
組
）

■
持
参
品　

親
子
共
に
エ
プ
ロ
ン

と
三
角
巾

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

12
月
20
日
ま
で
に
、
日
の
丸
保
育

園
内
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
４
４
８
８
）
へ

社
会
福
祉
法
人
萩
市
社
会

福
祉
事
業
団
の
介
護
職
員

　

萩
・
福
祉
複
合
施
設
か
が
や
き 

な
ど
、
市
内
事
業
所
の
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
職
種　

介
護
職
員
（
高
齢

者
の
介
護
業
務
）

■
募
集
人
数　

４
人

■
雇
用
形
態　

正
規
職
員

■
受
験
資
格　

お
お
む
ね
44
歳
以

下
で
介
護
福
祉
士
（
平
成
29
年
介

護
福
祉
士
取
得
見
込
み
可
）、
夜

勤
が
可
能
な
方

■
休
日　

年
間
１
２
０
日
（
勤
務

表
で
月
10
日
指
定
）

■
選
考
方
法　

面
接

■
申
込
方
法　

履
歴
書
を
提
出（
随

時
受
付
）

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
萩
市
社
会
福
祉
事

業
団
事
務
局
（
２
４
・
４
１
１
１
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で

送
付
し
ま
す
。

■
出
願
締
切

第
１
回
＝
平
成
29
年
２
月
28
日

第
２
回
＝
３
月
20
日

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

（
山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

（
０
８
３
・
９
２
８
・
２
５
０
１
）

改
訂
版
問
題
集
１
５
０
０
円（
税
込
）
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萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

萩
・
夏
み
か
ん
物
語

冬
期
企
画
展

12
月
17
日（
土
）〜
平
成
29
年
４
月
９
日（
日
）

　

萩
と
い
え
ば
「
土
塀
と
夏
み
か

ん
」。
そ
う
連
想
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
に
は
、
実
は
理
由
が
あ

り
ま
す
。
萩
と
夏
み
か
ん
の
謎
に

迫
る
物
語
の
始
ま
り
で
す
。

　

明
治
維
新
の
後
、
武
士
達
は

俸ほ
う
ろ
く禄

や
特
権
を
失
い
、
生
活
が
苦

し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
10

月
、
萩
で
は
、
新
政
府
に
不
満
を

持
つ
士
族
た
ち
が
武
力
を
用
い
て

反
乱
（
萩
の
乱
）
を
起
こ
し
ま
す
。

　

同
じ
年
、
小お
ば
た幡
高た
か
ま
さ
政
た
ち
は
、

士
族
が
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を

目
的
に
「
耐
た
い
き
ゅ
う
し
ゃ

久
社
」
と
い
う
団
体

を
組
織
し
、
夏
み
か
ん
栽
培
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

※
会
期
中
無
休
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

本
展
担
当
の
清
水
統
括
学
芸
員

が
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き　

12
月
17
日
、
平
成
29
年

１
月
14
日
、
２
月
11
日
、
３
月
11

日
、
４
月
８
日
（
い
ず
れ
も
土
曜

日
）
午
後
２
時
〜

▽
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
観
覧

料
が
必
要
）

※
開
始
時
間
の
５
分
前
に
企
画
展

示
室
入
口
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。

◆
年
末
年
始
も
開
館
し
ま
す

※
12
月
30
日
（
金
）
の
「
天
体
観

望
室
の
公
開
」
と
「
星
の
会
」
は

お
休
み
し
ま
す
。

「明
めいじしょうしねんかんきじ

治小史年間紀事 兇
きょうぞくぼうどうはぎたいせんのず

賊暴動萩大戦之図」月
つきおかよしとし

岡芳年（萩博物館蔵）

祝
世
界
文
化
遺
産
登
録
一

周
年
記
念
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
６

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
１
周
年
を

機
に
萩
の
５
資
産
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
写
真
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
な
お
、
作
品
は
イ
ベ
ン

ト
で
の
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ

の
掲
載
な
ど
、
萩
や
世
界
遺
産
の

紹
介
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

■
題
材　

萩
反
射
炉
、
恵え

び

す

が

美
須
ヶ

鼻は
な

造
船
所
跡
、
大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製

鉄
遺
跡
、
萩
城
下
町
、
松
下
村
塾

■
募
集
期
限　

平
成
29
年
２
月
15

日
（
必
着
）

■
応
募
規
定　

応
募
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
四
つ
切
、
四
つ
切

ワ
イ
ド
又
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
プ
リ

ン
ト
し
た
も
の
、１
人
２
点
ま
で
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
文
化
財

保
護
課
、
文
化
財
施
設
、
道
の
駅

等
に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
（
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
を
参
照
。

■
賞　

最
優
秀
賞
１
点
（
賞
金

５
万
円
）、
優
秀
賞
１
点
（
賞
金

３
万
円
）、
入
選
１
点
（
賞
金

１
万
円
）

※
受
賞
作
品
は
４
月
以
降
、
萩
・

明
倫
学
舎
等
で
展
示
し
ま
す
。

【
写
真
展
２
０
１
６
】

　

昨
年
度
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
を
展
示
中
で
す
。

■
と
き　

平
成
29
年
２
月
12
日

（
日
）
ま
で

■
と
こ
ろ　

萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
学ま
な
び
ー
や

び
舎
無
料
ゾ
ー

ン※
今
年
度
募
集
し
た
祝
世
界
文
化

遺
産
登
録
一
周
年
記
念
絵
画
の
入

賞
作
品
も
同
時
展
示
。

主
催
・
申
し
込
み

文
化
財
保
護
課（
２
５
・３
８
３
５
）

子
ど
も
・
若
者
支
援
公
開

講
座

　

不
登
校
や
非
行
、
ひ
き
こ
も

り
、
不
就
労
な
ど
一
人
で
は
解
決

で
き
な
い
悩
み
を
抱
え
て
い
る
子

ど
も
・
若
者
へ
「
地
域
住
民
が
で

き
る
こ
と
」、「
考
え
て
欲
し
い
こ

と
」
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

■
と
き　

平
成
29
年
１
月
24
日

（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

平
成
29
年
１
月
19
日

（
木
）午
後
１
時
40
分
〜
２
時
40
分

■
と
こ
ろ　

地
域
医
療
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
等

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
相
談
員　

山
口
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
指
定
医　

■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

平
成
29
年
１
月
５
日
ま
で
に
、福

祉
支
援
課
障
が
い
福
祉
係（
２
５
・

■
演
題　
「
地
域
に
育
つ
子
ど
も
・

若
者
へ
の
支
援
〜
彼
ら
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
〜
」

■
講
師　

野の
じ
り尻

紀き

え恵
（
日
本
福
祉

大
学
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学

科
准
教
授
）

■
受
講
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

平
成
29
年
１
月
20
日
ま
で
に
、
文

化
・
生
涯
学
習
課
（
２
５
・
３
５
９

０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
１
４
９
）へ
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県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

▽
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
学

生
２
０
０
円
、
70
歳
以
上
と
18
歳

以
下
は
無
料

▽
休
館
日　

12
月
26
日
（
月
）
〜

平
成
29
年
１
月
１
日
（
日
・
祝
）

　　

国
内
外
よ
り
応
募
さ
れ
た
作
品

か
ら
、
二
次
に
わ
た
る
厳
正
な
審

査
を
通
過
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

■
観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
70

歳
以
上
の
方
・
学
生
４
５
０
円
、

18
歳
以
下
は
無
料

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

■
と
き　

12
月
18
日
、
平
成
29
年

１
月
15
日
、
29
日
（
い
ず
れ
も
日

曜
日
）
午
前
11
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

本
館
２
階
展
示
室

◎
萩
茶
碗
に
よ
る
呈
茶
席

■
と
き　

12
月
17
日
（
土
）、
18

日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

■
参
加
料　

３
０
０
円

▽
新
春
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

○
大お

お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
太
鼓
同
好
会
に

よ
る
演
奏
（
小
雨
決
行
）

■
と
き　

１
月
２
日
（
月
・
振
休
）

午
前
11
時
〜
正
午

○
箏そ

う
こ
う
か
い

好
会
に
よ
る
演
奏 

■
と
き　

１
月
３
日
（
火
）
午
前

11
時
〜
正
午

▽
美
術
館
で
運
だ
め
し
!?

　

展
覧
会
来
場
者
を
対
象
と
し
た

く
じ
引
き
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

１
月
２
日（
月
・
振
休
）、

３
日
（
火
）

※
観
覧
券
が
必
要
。

▽
お
正
月
伝
統
遊
び
コ
ー
ナ
ー

■
と
き　

１
月
２
日（
月
・
振
休
）、

３
日
（
火
）

▽
新
成
人
お
め
で
と
う
企
画

　

平
成
29
年
に
成
人
式
を
迎
え
る

方
は
普
通
展
示
の
観
覧
が
無
料
。

■
と
き　

１
月
２
日（
月
・
振
休
）、

３
日
（
火
）

※
県
外
在
住
の
方
も
可
。
受
付
で

免
許
証
な
ど
の
生
年
月
日
の
分
か

る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ア
ー
ト
年
賀
状
２
０
１
７

■
募
集
締
切　

12
月
25
日（
必
着
）

■
展
示　

１
月
２
日
（
月
・
振
休
）

〜
29
日
（
日
）

平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）ま
で

す
み
す
り

開
館
20
周
年
記
念
特
別
企
画
展
Ⅱ

「
赤
間
硯
の
造
形
」

平
成
29
年
１
月
29
日（
日
）ま
で

現
在
形
の
陶
芸

萩
大
賞
展
Ⅳ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
博　

年
末
年
始
の
お
も
て
な
し

　

萩
博
物
館
の
年
末
年
始
開
館
に

併
せ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

と
レ
ス
ト
ラ
ン
も
営
業
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
29
日
〜
平
成
29
年

１
月
３
日

■
内
容　

シ
ョ
ッ
プ
で
お
買
い
物

を
さ
れ
た
方
に
抽
選
で
、
幕
末
Ｔ

シ
ャ
ツ
な
ど
の
萩
博
物
館
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
毎

日
50
人
限
定
）

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

会
員
募
集
中
で
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.npom
achihaku.com

/

）

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
事

務
局
（
２
５
・
３
１
７
７
）

須
佐
特
産　

暮
の
市

■
と
き　

12
月
28
日
（
水
）
午
前

９
時
〜
10
時
（
商
品
が
な
く
な
り

次
第
終
了
）

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前

■
内
容　

正
月
飾
り
や
餅
、野
菜
、

弥
富
こ
ん
に
ゃ
く
、
海
産
物
な
ど

の
販
売

問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

内
暮
の
市
実
行
委
員
会
（
０
８
３

８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

年
末
お
魚
市

　

マ
ダ
イ
や
ブ
リ
、
ア
ワ
ビ
、
フ

グ
な
ど
年
末
年
始
用
の
魚
介
類
を

お
求
め
の
お
客
さ
ん
で
、
一
年
で

最
も
賑
わ
い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
27
日
（
火
）
〜
31

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
し
ー

ま
ー
と
」

■
内
容　

年
末
年
始
用
の
生
鮮
魚

介
類
の
特
売
、
朝
市
年
末
ス
ペ

シ
ャ
ル
（
29
〜
31
日
）、
特
産
い

り
こ
の
つ
か
み
ど
り
（
27
、
28
日

の
み
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

（
２
４
・
４
９
３
７
）

押
花
絵
展
「
花
遊
」

　

萩
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
押

し
花
絵
展
で
す
。

■
と
き　

12
月
14
日
（
水
）
〜
平

成
29
年
１
月
20
日
（
金
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

伊
藤
博
文
別
邸
（
椿

東
）

■
観
覧
料　

１
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
12
月
１
日
号
萩
市
奨
学
金

制
度
（
５
ペ
ー
ジ
）
の
、
守
永
洋

子
・
石
川
幸
子
大
学
等
奨
学
金（
給

付
）
の
う
ち
、
山
口
県
立
農
業
大

学
校
生
の
対
象
者
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

（
誤
）
山
口
県
立
農
業
大
学
校
の

在
学
生
→
（
正
）
山
口
県
立
農
業

大
学
校
の
入
学
生
ま
た
は
在
学
生

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン（
録
画
）

■
放
送
日
時　

12
月
23
日
（
金
・

祝
）
午
後
３
時
〜
３
時
55
分

■
放
送
局　
ｙ
ａ
ｂ
山
口
朝
日
放

送 テ
レ
ビ
放
映
の

お
知
ら
せ

３
５
２
３
）へ



萩第二リサイクルセンター
（エコプラザ・萩）

入口

出口

回
収
場
所Ｐ

市報HAGI●2016（平成28）年12月15日号 18

年末年始の各施設へのごみの搬入は午前8時30分〜午後4時30分です。

■問い合わせ
環境衛生課（２５・３１４６）
各総合事務所市民窓口部門

年末年始のごみ収集を、次のように変更しますのでご協力をお願いします。

資源ごみ プラスチック製容器包装 燃やせないごみ
変更内容 対象地区 変更内容 対象地区 変更内容 対象地区

１月２日
（第1月曜日）

➡
12月29日㈭

東田町
西田町
下五間町
吉田町
古萩町
※河添は資源ごみ①が変更です。

１月２日
（第1月曜日）

➡
12月29日㈭

城東（全区）
樽屋町
今魚店町
細工町
塩屋町
越ヶ浜

１月２日
（第1月曜日）

➡
12月29日㈭

前小畑
中小畑
後小畑

１月３日
（第1火曜日）

➡
12月30日㈮

無田ヶ原
無田ヶ原口

１月３日
（第1火曜日）

➡
12月30日㈮

土原（全区）
目代
中津江
上野

１月３日
（第1火曜日）

➡
12月30日㈮

川島
橋本町
御許町
唐樋町

施　設　名 電話番号 ごみの種類 12/28㈬ 12/29㈭ 12/30㈮ 12/31㈯
〜1/３㈫ 1/４㈬

萩・長門清掃工場
（はなもゆ） 26・8716 燃やせる

ごみ
※毎週日曜日および1月1日（日）以外は
持ち込み可能です。

大井不燃物埋立処分場 28・1308 燃やせない
ごみ ○ ○ ○ × ○

萩第ニリサイクルセンター
（エコプラザ・萩） 24・5300

プラスチッ
ク製容器包
装・資源ごみ

○ ○ ○ × ○

田万川リサイクルセンター
※午後１時〜４時30分

08387・
 2・0340

燃やせる
ごみ以外 ○ × × × ○

年末ごみ集積所
（萩第二リサイクルセンター） 24・5300

燃やせるごみ、
燃やせないご
み、プラスチッ
ク製容器包装・
資源ごみ

ー
○

※8：30〜
16：30

○
※8：30〜

15：00
ー ー

燃やせるごみは12月30日（金）まで通常収集します。
また、一部のごみ収集を下表のとおりに変更します。対象地区以外は通常どおりの収集日です。

ごみの収集業務は12月31日（土）から1月３日（火）まで休みです。

※年末は各施設周辺が大変混雑しますので、
早めに通常の収集日にお出しください。

※萩第二リサイクルセンター（エコプラザ・
萩）は大変混雑します。駐車される際は十分
ご注意ください。

施設内配置図
注：場内一方通行

29日（木）、30日（金）の
年末ごみ集積所駐車場



市報HAGI●2016（平成28）年12月15日号19

本庁、萩地域の支所・出張所は12月29日・30日の午前中
須佐総合事務所は12月29日の午前中、田万川総合事務所は30日の午前中

火葬許可証の発行
死亡・出生届・その他の緊急用務 12月29日㈭〜1月3日㈫ 本庁東口、各総合事務所、支所・出張所の宿直室

（佐々並地区については佐々並分遣所）

休日急患診療センター 12月30日㈮〜1月3日㈫ 午前９時〜午後4時、午後5時〜翌日午前8時
歯科：12月30日㈮〜1月3日㈫ 午前9時〜正午、午後1時〜3時 26・1397

施　設　名 電話番号 休　館　日

萩市民病院　　　　　　 25・1200 12月29日㈭から1月3日㈫まで、外来診療は休診
ただし、救急・急患を除きます。

萩・世界遺産ビジターセンター学び舎 080・2893・6216 休みなし
萩博物館　　　　　　　 25・6447 休みなし 

※ただし、天体観望室の公開と星の会（12月30日）は休み。

萩図書館 25・6355 休みなし【開館時間の変更】
12月28日㈬〜1月4日㈬：午前9時〜午後5時

須佐図書館 08387・6・5500
12月28日㈬〜1月4日㈬
※須佐図書館の貸出カードをお持ちの方は、須佐図書館の無人
開放部分のみ休館日も利用できます。

明木図書館 55・0314 12月28日㈬〜1月4日㈬
児童館、わくわく子ども図書館 25・1025 12月27日㈫〜1月5日㈭
萩セミナーハウス 21・7501 12月29日㈭〜1月3日㈫

そ
の
他
の
公
共
施
設

萩阿武川温泉ふれあい会館 54・2619 休みなし

田万川温泉憩いの湯 08387・2・0370 休みなし
【営業時間の変更】
12月31日㈯：午前10時〜午後6時
 1月1日㈰：午後1時〜6時

萩アクティビティパーク
ナチュラサーキット　 56・0100 12月29日㈭〜1月3日㈫

萩やすらぎ苑斎場、
田万川火葬場、須佐火葬場 24・1100 1月1日㈰は休み
見島火葬場 23・3311

市役所の業務は、12月29日（木）から1月３日（火）まで休みです。

と　き 業　務 担 当 課 電話番号

本庁
見島支所
三見出張所
大井出張所
大島出張所

12月29日㈭・30日㈮
午前８時30分〜正午

①

○戸籍・住民登録・印鑑登録・国民
健康保険・後期高齢者医療・年金・
税務証明の各業務

※他機関への照会が必要なもの、住
民基本台帳ネットワーク関連業務
およびパスポート業務、個人番号
カード関連業務は除きます。

○市税・保険料・保育料・住宅使用
料等の収納業務

○下水道受益者負担金・集落排水処
　理施設受益者分担金の収納業務

市民課
市民課
課税課
収納課
見島支所
三見出張所
大井出張所
大島出張所

25･3493
25･3400
25･3136
25•3575
23•3311
27•0001
28•0211
28•0584

② 水道料金・下水道使用料の収納業務 水道業務課 25•2398

③
○児童手当、保育所入所、乳幼児・
　子ども・ひとり親家庭医療費助成
　等の申請
○児童扶養手当の各種変更届

子育て支援課 25・3536

須佐
総合事務所

12月29日㈭
午前８時30分〜正午 ①〜③の業務 須佐総合事務所

市民窓口部門
 08387•
 6•2016

田万川
総合事務所

12月30日㈮
午前８時30分〜正午 ①〜③の業務 田万川総合事務所 

市民窓口部門
 08387•
 2•0300
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■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館
毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館
開催中〜1/29㊐
似顔絵・イラスト展 9:00〜 明木図書館

20㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館
21㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
24㊏ クリスマス会 14:00〜 萩図書館

【開館時間の短縮】
　萩図書館：28㊌〜1/4㊌ 9：00〜17：00

【休館日】 
　須佐図書館：19㊊、21㊌、23㊎、26㊊、28㊌〜1/4㊌
   明木図書館：19㊊、23㊎、26㊊、28㊌〜1/4㊌

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ
13:30〜福栄保セ

10:00〜むつみ総合事務所

●のびのび会
●乳幼児健診
●乳児相談（要予約）

毎週㊌
20 ㊋
21 ㊌

9:00〜旭マルチメディアセ
　あさひ減るしー教室（栄養編）20 ㊋

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30〜須佐保セ

10:00〜田万川保セ
10:00〜小川交流セ
10:00〜田万川保セ
10:00〜田万川保セ

　男性料理教室
　エアロビクス講座
●おたまじゃくし学級クリスマス会
●すくすく相談・育児学級
　健康ちょきん教室

16 ㊎

17 ㊏
19 ㊊
20 ㊋

萩健康福祉センター ☎25・2667
21 ㊌ 　心の健康相談（要予約） 13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00〜小畑漁村コミュニティセ
8:30〜萩市保セ

10:00〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜堀内公会堂
10:00 〜萩市保セ

16 ㊎

17 ㊏
20 ㊋
22 ㊍

27 ㊋

●子育て輪づくり お正月飾りを作ろう（越ヶ浜、小畑）

　休日健診
●ベビィ♪楽楽アカデミー
●5か月児相談
　堀内健康教室（栄養編）
　こころの相談日（要予約）

17㊏
萩阿武中学校ロードレース大会

8:30〜萩ウエルネスパーク
萩市長距離記録会（兼）山口県読売駅伝2017 萩市
代表選手選考会　 　　　　　　　　　　8:30〜萩スポーツ広場

18㊐

山口県ミニバスケットボール冬季交歓会萩大会
9:00〜市民体育館ほか

山口県連盟萩ブロック会長杯ソフトバレーボール大
会　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜萩武道館
納射会・百射会　　9:00〜萩ウエルネスパーク弓道場
須佐駅伝大会　　　　　　　　　　9:40〜須佐地区内

23㊎ 長嶺翁記念柔道大会　　　　　　　9:00〜萩武道館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ ※12/30は休み
おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜

17㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜
21㊌ 元気なときにかかる医者 10:30〜11:30 
22㊍ 子育て相談 10:30〜11:30

23㊎ クリスマス＆ハッピーカフェ 13:30〜15:30
だんすダンス 19:00〜20:00

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
20㊋、27㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
20㊋ 絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

27㊋ 親子あそび「ぽっぽの会」（コマづくり） 10:30〜11:30
発達相談日 11:30〜15:00

◆萩幼稚園（22・0775）
20㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11:30

※小児科は、27日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

○八重子のハミング
○何者
○スターウォーズ ローグ・ワン

上映中
上映中
12/16〜
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情報カレンダー日月火水木金土
2 3
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3128 2930
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　萩・阿武健康ダイヤル 24 で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

18日㊐
23日㊎
25日㊐
30日㊎
31日㊏

休日急患診療セ
弥富診療セ（弥富下）
休日急患診療セ
齋藤（阿武町）
休日急患診療セ

26・1397
08387・8・2311
26・1397
08388・2・2838
26・1397

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊎
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

17㊏
●萩博物館「萩・夏みかん物語」 〜4/9 （9:00〜/萩博物館）外科 めづき（土原） 22・2248
●恵美須ヶ鼻造船所跡発掘調査現地見学会　　　（10:00〜/恵美須ヶ鼻造船所跡）内科 萩慈生（玉江） 25・6622
○クリスマス子どもフェスティバル （18:00〜/至誠館大学花江会館）

18㊐
○リル・レイ・ダンススタジオライブvol.16 （16:00〜/市民館大ホール） 内科（外科）・歯科

休日急患診療センター（椿）26・1397

19㊊
外科 かわかみ（椿東） 21･7538
内科 みやうち（椿） 25・2500

20㊋
●暴力追放責任者講習会 （13:30〜/市民館小ホール）外科 花宮（平安古町） 25･8738
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 波多野（堀内） 25・2788

21㊌
○年金出張相談 （10:00〜/須佐総合事務所）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 柳井（橋本町） 22・0748

22㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

23㊎
○まち婚 婚活セミナー＆カップリング 萩市出会いの場づくり応援事業  内科（外科）・歯科
　〜はぎキューピットプロジェクト〜 （10:00〜/萩セミナーハウス）休日急患診療センター（椿）26・1397

24㊏
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

25㊐
 内科（外科）・歯科
休日急患診療センター（椿）26・1397

26㊊
外科 兼田（吉田町） 22･1113
内科 藤原（土原） 22・0781

27㊋
◯萩・年末お魚市 〜31日 (9:00〜/道の駅「萩しーまーと」）外科 めづき（土原） 22・2248
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 全真会（玉江浦） 22・4106

小児科 いわたに（椿東） 24・2100

28㊌
◯川上農林産物直売所歳末大売出し (9:00〜/川上農林産物直売所）外科 かわかみ（椿東） 21･7538
◯須佐 暮の市 (9:00〜/JR須佐駅前広場）内科 みやうち（椿） 25・2500
●無料法律相談会 （10:00〜/市役所）

29㊍

◯田万川 暮の市 〜31日　　　　　　　　　(8:30〜/道の駅「ゆとりパークたまがわ」）外科 都志見（江向） 22・2811
市役所の業務は29日から1月3日まで休み 内科 市原（塩屋町） 22・0184
本庁、見島支所、三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:00）
須佐総合事務所の休日業務（8:30〜12:00）
市民病院の外来診療は29日から1月3日まで休診（救急・急患を除く）

30㊎
本庁、見島支所、三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:00）  内科（外科）・歯科
田万川総合事務所の休日業務（8:30〜12:00） 休日急患診療センター（椿）26・1397

31㊏
ごみ収集業務は31日から1月3日まで休み  内科（外科）・歯科

休日急患診療センター（椿）26・1397

  1㊐

2 ㊊
●萩市成人式 （13:30〜/市民館大ホール）

16  →31日 日

12月

1
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■人の動き（平成28年11月末日）
人口／49,808人（前月−77）
男／22,906人（前月比−42） 女／26,902人（前月比−35）
世帯数／23,919世帯（前月比−39） 出生／22人  死亡／73

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより
本人または親族の方の承認を得たもののみ
掲載しています。（敬称略）
※11月16日〜11月30日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

　藩医高島 良
りょう

台
だ い

の次男として江向に生まれ、藩校
明
めいりんかん

倫館で学びました。明治5 年（1872）工部省鉱山寮
に出仕して、兵庫県の生

い く

野
の

鉱山学校に入り、お雇い外国
人コワニーからフランス語・地質学・植物学などを学
び、わが国最初の地質説明書と地域地質図となった「山
口県地質図説」「山口県地質分色図」を作成しました。
　明治12 年（1879）、農商務省山林局に奉職、同17
年に渡欧し、同21 年までフランスに留学、国立のナン
シー森林学校で学びました。留学中にフランスの美術
家たちと交流を持ち、彼の日本画がエミール・ガレや
ヴィクトール・プルーヴェなどに影響を与え、アール・
ヌーヴォーを一層促進する契機ともなりました。その
功績によって、フランス政府からオフィシェ・ダカデ
ミー章（教育功労勲章）を受章しています。
　53 歳になった明治35 年、画家専業を決意し、その
後、文

ぶんてん

展の審査員をつとめるなど、日本画家の重鎮とし
て中央画壇で活躍しました。
　晩年は石

せきちゅうけい

柱渓（下関市）や青
お う み

海島
じ ま

・須
す さ

佐湾
わ ん

など、山口
県内の景勝地を紹介するとともに、名勝や天然記念物
の国指定にも大きく関わります。特に、萩市川上と山口
市にまたがる渓谷を「長

ちょう

門
も ん

峡
きょう

」と名付けて世に広め、そ
の整備と保護に尽力しました。

高 島 北
ほ っ

 海
か い

ジオパークの開祖

【生没年】　1850 年～ 1931 年（嘉永 3 ～昭和 6）
【享　年】　82 歳
【誕生地】　長門国萩江向（萩市）
【墓　所】　東京都府中市（多摩霊園）

萩・幕末維新
人物ものがたり

⑨

hagi
表紙 今年も美しい

ツバキが開花
　12 月７日、約２万5,000
本のヤブツバキが自生する笠
山椿群生林の開花を宣言。美
しいツバキの花を見ることが
できます。来年２月11 日か
ら、春を告げるイベント、萩・
椿まつりが開催されます。
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